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要旨
本稿では、 インド文化史のなかでサンスクリット語の godāna- （ヒンディー 語で godān-） という単
語が多様な意味をもって展開したことを文献資料にもとづいて明らかにし、その変容過程の概要を時代・
地域両次元にわたって位置づけた。 その上で、 時代をとおして様 な々言語で愛好された叙事詩すなわ
ちラーマ物語の同一の場面に、 この単語の概念の変容に起因すると思われる表現の違いが生じてい
ることを突き止めた。 つまり、 ヴェーダ期に通過儀礼の一つ 「初髭剃り式」 を含意した godānaは、
勿論、「牛の施与」 という一般的な意味でも常に用いられているが、中世後期以降の北インドでは 「三
途の川の渡し賃」 を指す言葉となって現代に至っている。 16世紀のヒンディー 語アワディー 方言で記
されたラーマ物語では、 サンスクリット版ラーマ物語で 「初髭剃り式」 を含意して使用された godāna
という単語をそのままヒンディー 語形で godānと使えば 「三途の川の渡し賃」 として認知されてしまうこ
とから、 それを避け別の表現をしているのである。 また、 Godānと題されたヒンディー 小説は、 この単
語の歴史的多様性を秘めている可能性を指摘した。
AbstractIn general, the Sanskrit compound term “go-dāna” means “the donation of a cow”. However, in the Vedic rituals, it denotes “the ritual of first shaving of the beard”, which was one of the rites of passage (saṃskāra) ordinarily performed for a person at the age of sixteen before their marriage. This custom is considered obsolete by the medieval age.The Garuḍa Purāṇa Sāroddhāra — a guidebook on funeral ceremony — was possibly composed in the 11th or 12th century and had influence in northern India, particularly on the basin of the Ganges river. Unrelatedly, in this guidebook, “go-dāna” means “the ferriage for crossing the Vaitaranī river (The Styx)”.  The epic Rāmāyaṇa depicts the scene of “go-dāna” as “the ritual of the first shaving of the beard” before the marriage of Rāma and Sītā. However, medieval Hindi poet, Tulsī Dās (16th century, Vārānasī) did not adopt the term “go-dāna” in the scene of Rāma’s wedding in his Rām Carit Mānas as this term was already recognized “the ferriage for crossing the Vaitaranī river” and not “the ritual of first shaving of the beard”.  He merely depicted the donation of 400,000 cows to the the priests, who conducted the wedding.  The famous Hindī and Urdū writer, Prem Chand (1880-1936) may have provided his last novel the title “Godān” based on his understanding of the complete historical metamorphosis of this term. 
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はじめに
20世紀前半の高名なヒンディー ・ウルドゥー作家であるプレームチャンド （Prem Cand, 本名 ：Dhanpat Rāy, 1880-1936） が晩年にのこした傑作に Godān1）という小説がある。 これを和訳して紹介
している土井久弥が付けた邦題は 『牛供養』 だ ［土井 1959］。 ヒンディー 語で go-は 「牛」、 dān-
は 「贈物、 布施」 を意味し、 二者の複合語になっているのだが、 邦訳題名が含意するところは、 そ
の単語の印象から、 たとえば 「針供養」 が裁縫などに酷使した針を謝意ともども懇ろに弔うことだから、
それとの類推で、 酪農 ・耕作 ・運搬に酷使した牛の労をねぎらって懇ろに弔う 「牛を供養すること」 と
思われるかもしれない。 または、 「花供養」 が花を供えて釈尊の生誕を祝うことのように、 「牛を供物と
して誰かを供養すること」 との解釈もできようか。 題名の真意は、 農村で貧苦に喘いでいた主人公が
最期を迎えてしまった、 小説の結末がヒントになる。
・ ・ ・ 「牛供養させてやんな、そうする時だよ」
ダニヤーは機械のように起ち上がった。 今日、 縄を売った金の二十アンナを持って来て、
夫の冷たい手に握らせ、 前に立っていたダーターディーンにいった、 「マハーラージ、 家
にゃ牝牛もねぇ、 子牛もねぇ、 金もねぇ。 ここにある金、 これがこの人の牛供養だ。」
　こういって気を失って倒れ込んだ。 2） ［土井 1959 ： 495, 中段—下段］
『牛供養』 の牛は、 「針供養」 の針ではなく、 「花供養」 の花に相当するものでもなさそうだ。 土井
自身は、 「ゴーダ ンーとは、死に際して牛を布施することである」 ［土井 1956：135］ と解説しているが、
もう少し言葉を補えば、 死者を供養してもらうため葬儀を執行するバラモン僧に牛をお布施として授与す
ること、 となろう。 原文 （注２） に即して考えると、 「ゴーダーンをさせてやれ！ （go-dānⱥ karā do）」
という表現から、 ゴーダ ンーという単語が 「葬儀式」 そのものを含意しているようにも採れるし、 「端た金
だが、 これが牛供養だ」 という表現からは、 「布施」 が含意されていることも窺える。
「牛供養」 というキーワ ドーで調べていたら、 偶々その名の儀礼が日本にもあったので、 余談ながら
紹介すると、 中国地方で昭和初期まで伝承されていた儀礼的行事 「大田植」 の別名だという。 「大
田植」 とは集落総出でその地区の大農の田に稲苗を植える行事で、 豊作祈願の意味合いから当初よ
り儀礼化しており、とりわけ出雲・備後地方では農耕用牛馬の安全祈願の目的も付与されていたため「牛
供養」と呼ばれることがあったのだそうだ［高橋 2009］。 多勢で田植えをしているシ ンーに遭遇して、「牛
供養をしている」と言われても、余所者には何のことやら訳が分からない。 「牛供養」と言われれば、「牛
を供養すること」 と解釈するのが、 やはり一般的だろう。
このように日本語の 「牛供養」 という単語は玉虫色を帯びているのだが、 土井がヒンディー 小説の
邦題として用いた 『牛供養』 の原語 godān- （サンスクリットで godāna-） という単語もまた、 インド
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文化史において玉虫色を帯びていようとは、 単なる偶然にしても、 喫驚極まりない 3）。 尤も、 これに限
らず、 同一の単語が時代によって概念の変容を見るのは、 どの文化圏においてもむしろ有りがちなのだ
ろうが。
1. 『獅子座三十二話』第四話13世紀頃に成立したとされる ［辻 1973 ： 154-156］ 作者 ・編者未詳の説話集 『獅子座三十二
話 （Siṃhāsana-dvātriṃśikā）』 は別名に 『ヴィクラマ王の行跡 （Vikrama-carita）』 とあるとおり、
ヴィクラマ王の寛大で雄 し々き事績を、 かつて使用していた玉座に施された 32体の女人彫像が代る
がわる人語をもって語るという枠構造のもと、 32個の挿話で構成されている。 後代、 枠物語はそのま
ま保持しつつも個々の挿話を差し替えながら、インドの諸地方語のみならず、ペルシア語、モンゴル語、
タイ語等にも移植されるなど文化圏を超えて拡大し、 ひろく愛好されている 4）。 サンスクリット版だけで
も４系統の伝本があり、 それら４本を各話ごとにならべたローマ字転写テクスト一冊と、 それらの英訳
を別冊にした Edgertonの精緻な研究がある。
その第四話に、 子宝に恵まれなかったバラモンが、 夢枕に立ったシヴァ神のお告げ通り誓戒を実行
し、 目出度く息子を授かることになる話がある。 以下、 ごく一部分だが抜粋する。 重要な専門用語に
ついては原語のローマ字転写を （　） に補う。 また、 概念解説を 〔　〕 で補うことにする。
・ ・ ・彼らの言葉を聞いてバラモンはマールガシールシャ月 〔西暦 11—12月〕 の白半月
第十三日、 土曜日に、 カルパ聖典 〔儀礼指南書〕 に規定されている儀軌に則って、 夕刻まで
の断食誓戒 （pradośa-vrata-） を執行しました。その誓戒によって最高自在神は満足し、 息
子をその人に授けました。 間もなく、 バラモンはその息子の誕生祭 （jāta-karman-） をおこ
ない、十二日目に、その子にデーヴァダッタという名をつけ、特別なお食い初め （anna-prāśana-）
から入門式 （upanayana-） までの通過儀礼をなしてあげました。それから、 入門した彼に、
ヴェーダや諸学をはじめ、 あらゆる技芸 （kalā-） を教育しました。そして十六歳になるとゴー
ダーナ儀礼 （godāna-） をおこない、 結婚させてから、 生計の糧を備え置き、 自らは巡礼の
旅に出ることを欲して、 息子に智恵を授けました。・ ・ ・ ［Edgerton: II, 62］ （筆者試訳）
ここに見られるgodānaは、 プレームチャンドの godān （葬儀式のお布施） とは明らかに異なる。
誕生祭、 命名式 （nāma-karaṇa-）、 お食い初め、 入門式、 ゴーダーナ、 結婚式 （vivāha-） とつ
づく文脈から、 さらには十六歳でおこなうという記述からも、 ゴーダーナは一つの通過 （人生） 儀礼で
あることが明白である。 ちなみに、 通過儀礼を列挙しているのは本作品４系統の伝本のうち、 この南
インド版だけで、 他のバージョンにはこうした言及がない。
通過儀礼としてのゴーダーナを調べてみよう。
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2. 通過儀礼としてのgodāna
2. 1. 先行研究の概要
ヒンドゥーの通過儀礼 （saṃskāra-） を紹介しているPandeyは、 「keśāntaあるいは godāna」 と
いう項目で 「初髭剃り式 （the first shaving of beard）」と解説し、godānaをkeśānta （「頭髪 （keśa-）
の端 （anta-）」という語義だが、儀礼のタイトルとしては「頭髪の端を切除すること」を含意する［Monier: 310］） の別呼称としている。 元来規定されていたヴェーダの四つの誓戒 （vrata-） 5）のうち、 最初の
三つがヴェーダ学習に密接に関係していたため学習規定として吸収され消滅し、 唯一残った四つ目の
誓戒がこれであると言う。 家庭祭式規定書である諸グリヒヤ・ スートラ （Gṛhya-sūtra、 以下では
G.S.と略す） では、 結髪式 （cūḍākaraṇa） 6）とともに述べられ、 また、 godānaとも呼ばれるのは、
教師や床屋に牛が贈与されるという特徴があるからだと言う ［Pandey: 143-145］。
この godānaという呼称の語源については、 「牛」 という極めて一般的な意味での go-ではなく 「髪」
（あるいは 「体毛」 the hairs of body ［Monier］）、「与える」 という√ dā-からの派生形ではなく 「切る」
という別の動詞語根√ dā-から派生した dāna-、 「切ること」 の意、 したがって go-dāna-は 「散髪、
剃髪、 髭剃り、 体毛剃り、 および爪切り」 7）の意味を持っているとし、 『アヴェスタ』 にも同様の記述
があることをVenkateswaranが紹介している。 ただMacDonellや Keithは、 Āśvalāyana-G.S.のこの
儀式の終了時に牛の布施が言及されていることを根拠に、 「牛の布施」 のほうが一義的であり、 上の
解釈は二次的な意味であるとの見解をとっているようだ ［Venkateswaran: 134-135］。 語源辞典を編
集したMayrhofer ［Mayrhofer: 9, 715］ も同様の見方をしている。Kaneは、「keśāntaあるいは godāna」 の項目のなかで、 この通過儀礼は頭や体の他の箇所 （例え
ば脇、 顎） の毛を剃ることからなるものと説明している。 また、 Pāraksara-G.S. や 『ヤージュニャヴァ
ルキヤ法典 （Yājñavalkya-smṛti）』 （I, 36） ［井狩・渡瀬：19］、『マヌ法典 （Mānava-dharma-śāstra）』
（II, 65） では ke㶄ānta-という単語が使用され、 Āśvalāyana-G.S.やその他のグリヒヤ・ス トーラではgodāna-が使用されていると紹介し 8）、 さらに 『シャタパタ・ブラ フーマナ （Śatapatha-Brāhamaṇa）』
（III,  1, 2, 4） の ‘sa dakṣiṇam evāgre godānam abhyunatti.’ 9）という文言のなかの godāna-の意味
は 「耳の上近くの （頭） 髪の部分」 だとしている ［Kane: II-1, 402-403］ 10）。 概ね十六歳のときと規
定されるが Śāṅkhāyana-G.S.では十六歳または十八歳とし、 『マヌ法典』 では、バラモンが 〔受胎後〕16年目、 クシャトリヤは 22年目、 ヴァイシャは 24年目とある ［渡瀬 2013 ： 55］。 ちなみに、
Śāṅkhāyana-G.S. （I, 28. 22） には、 少女にたいしても規定され 11）、 秘して執行されたらしい ［Kane: II-1, 405］。Gondaも、諸 G.S.の出典箇所を揚げながら、godānaときに keśāntaと呼ばれる少年の 「初髭剃り式」
は、 大概十六歳のときに執行され、 それは結髪式 （cūḍākaraṇa-） と大差ないと紹介、 さらに 『アタ
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ルヴァ・ヴェーダ （Atharva-veda）』 の補遺をなし家庭祭式を扱うKauśika-sūtra （53, 17ff） 12）にも
言及があることを教えてくれる ［Gonda 1977: 560, 575n］。
2. 2. 家庭祭式規定書（グリヒヤ・ス トーラ文献）にみる godāna15種類の G.S.の次第項目を調査し、 同じグリヒヤ・ス トーラ文献であっても、 それらのなかには既
に儀礼のヒンドゥー的要素への変容が認められる点があることを突き止めた永ノ尾信悟の研究に依拠
して、 いまgodānaに注目して調査してみよう。 永ノ尾のいう人生儀礼が規定される章は、 その章のな
かで結婚、 妊娠、 誕生、 成長、 入学、 卒業等 （葬送儀礼、 祖霊祭は含まない） のいずれが最初
に置かれようと一巡することに変わりはないということなので ［永ノ尾 ： 68］、 通過儀礼の章の最後にお
かれた項目は最初の項目にもどって連なることになる。 そうした場合の連続性も認めて godānaがどういう
順序にあるか、 その前後だけをピックアップすると、 以下のようになる。 （永ノ尾は入学式という単語
を使っているが、 ここでは入門式とする。）
 ゴーダーナ→入門式 ：
  Āśvalāyana-G.S., Śāṅkhāyana-G.S., Mānava-G.S., Hiraṇyakeśi-G.S., Pāraskara-G.S. 入門式→ゴーダーナ→ （vrata） →結婚式 ：
  Gobhila-G.S. ◎入門式→ゴーダーナ→結婚式 ：
  Bhāradvāja-G.S., Āpastamba-G.S., Āgniveśya-G.S. ○入門式→ゴーダーナ→卒業式→結婚式 ：
  Khādira-G.S., Jaimini-G.S., Kāṭhaka-G.S., Vārāha-G.S. 
　
 ・別の章にゴーダーナの規定があるもの ： Bodhāyana-G.S. 
 ・ゴーダーナの規定なし ： Vaikhānasa-G.S. 
上に区分したグリヒヤ・ス トーラ文献で、 下線を施してあるのは、 永ノ尾が独自に様 な々観点から
考察を加え、 新しい傾向がより多く見られる文献と指摘したものである ［永ノ尾 ： 80］。 『獅子座
三十二話』 第四話での、 通過儀礼列挙の 「入門式→ゴーダーナ→結婚式」 と順序が合致する二
者 （◎印）、 ゴーダーナと結婚式の間に学習に関する誓戒 （vrata-） の規定なしに卒業式だけが差し
挟まれているもの （○印） も許容すると、 ヒンドゥー的新要素が強いとされる６本のうちの４本が当ては
まる。 『獅子座三十二話』 に言及された通過儀礼の列挙は、 比較的新しい要素を含む G.S.の規定に
基づいていると見なしても良さそうだ。
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ヴェーダにおける入門式や学習儀礼に詳しい梶原三恵子の研究にも、 しばしば godānaの言及があ
るが、 学習との関わりで以下のように述べている。
　godāna-vrataで何を学ぶかは明らかでない。サーマヴェーダ系学派ではサンヒターの
基本的部分を学んだとみられる。 黒ヤジュルゲーダ諸派には、Godānaと Agni （おそらくAgnicayana） 13）の学習とを結びつけるものが多い。 Godāna儀礼じたいは髭剃り式であり、
十六歳で行なう人生儀礼として確立していたために、これがヴェーダ学習のなんらかの節目
とされた可能性がある。 ［梶原 2005 ： 168］
godānaがヴェーダ祭式においては 「（初） 髭剃り式」 を指していることは確認できたが、 Pandeyら
が指摘する、 祭官への報酬としての 「牛の布施」 の規定はあるのだろうか。 Oldenbergの翻訳等に
基づいて、 同儀礼における布施に関する規定箇所を拾い上げてみよう。
Āśvalāyana-G.S., I, 18, 7-8: 弟子から師へ　I give an optional gift (to thee). An ox and a cow is the sacriϐicial fee. [Oldenberg: I, 186]
Śāṅkhāyana-G.S., I, 28, 24: To the Barber the vessels of grain. [Oldenberg: I, 57]
Pāraskara-G.S., II, 2, 23-24: ・・he gives an optional gift to the teacher; A cow at the Keśānta cere-mony [Oldenberg: I, 303]
Khādira-G.S., II, 5, 3-5: The sacriϐicial fee consists of an ox and a cow, or of a pair of horses, or of sheep for the (three) caste respectively. Or of a cow for all (castes). A goat (is given) to the person who catches up the hair. [Oldenberg: I, 403]
Gobhila-G.S., III, 1, 5-9: The sacriϐicial fee given by a Brāhmaṇa consists of an ox and a cow. That given by a Kshatriya, of a pair of horses. That given by a Vaiṣya, of a pair of sheep. Or a cow (is given) to the person who catches up the hair. [Oldenberg: II, 70]
Hiraṇyakeśi-G.S., II, 1.6.20: He gives a cow to his Guru. [Oldenberg: II, 218]
Āpastamba-G.S.：布施の言及なし
Bhāradvāja-G.S., I, 10:  gurave gāṃ varaṃ dadāti （師に牛を果報として与える）［Salomons: 10］
以上、網羅的とは到底言えないが、確認できた G.S.の godāna （もしくは keśānta） の規定には概ね、
牛などの報酬が、 床屋もしくはこの儀礼の祭官であろう自分の恩師に支払われるようだ。 しかし、 「牛
の布施」 がこの儀礼のタイトルの命名の根拠であったとしても、 ヴェーダ通過儀礼の一つとして挙げら
れる際の godānaは 「初髭剃り式」 にほかならない。
この 「初髭剃り式」 （godānaもしくは keśānta） は次第に流行らなくなり、 中世期にいたると通過儀
礼規定書には全く盛られなくなったという ［Kane: II-1, 405］。
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この章では、 ヴェーダ祭式の通過儀礼 「初髭剃り式」 としての godānaを調べてみたが、 プレーム
チャンドが 「葬儀式のお布施」 の意味で用いた godānとの関係性は全く見えてこない。では、 その意
味で使用されるgodānaは、 何に由来するのであろうか？　葬送儀礼のほうから探索してみよう。
3. 葬送儀礼のなかの godāna-
3. 1. ヴェーダ時代（紀元前５世紀頃まで）から中世前半
ヴェーダ時代の葬送儀礼について、 Baudhāyana Pitṛmedha-sūtraにもとづく辻の詳説には、 死者
の火葬前に、 「頭髪 ・口髭を剃り、 身毛を剃り除き、 爪を切らねばならない」 こと、 婦人の場合でも
頭髪を除いて体毛除去がおこなわれること、 遺族 ・知己らの頭髪 ・髭を剃ることなど、 および葬礼の
布施として任意に牝牛 1000頭などの記述もある ［辻 1977b: 338, 352, 372‐373］。 だが、 いずれもgodāna-という用語は使われていない。
インド文化史のなかの 「布施」 を包括的に整理した Agarwalは、布施の素材ごとに区分して、「牛」
については dhenu- （乳牛） という単語をタイトルとし、 牛はシンボルとしてだけ用いられ実際は別の物
を布施する場合も含めて 14種類ほどの布施の実際を紹介している ［Agarwal: 48-50, 125-129］。 そ
の際、 『カター ・ウパニシャッド （Kathā （or Kāthaka） Upaniṣad）』 （および 『タイッティリーヤ・ブ
ラ フーマナ （Taittirīya Brahmaṇa）』 III, 10-12） にある 「ナチケータス物語」 14）を参考資料に引用
しているが、この場合の （老いた） 牛の布施 （dakṣiṇā-） は、葬送儀礼に直接かかわるものではない。
先にも見た Pandeyのヒンドゥー通過儀礼概説書の葬送儀礼の項目に、 次のような記述がある。 文
献上の記録は少ないものの慣習となっていることとして 「死の接近」 をさとったら、 親族・知己を招いて、
自分の冥福のために、 司祭バラモンたちに （予め） 布施をする。 諸金品のなかでも 「牛」 が最も重
要で、 この布施のことが三途の川を意味するヴァイタラニー （Vaitaraṇī） という同じ名詞で呼ばれる。
これはス トーラ時代 （紀元前４－３世紀頃） には Anustaraṇīと呼ばれて荼毘に付される遺体とともに供
犠とされたものが、 牛の供犠がタブー視されてから、 祭官への施物とされるようになり、 その牛が三途
の川を渡る際に助力することを象徴する儀礼として執りおこなわれるのだという。 この慣習は現在もつづ
いている、 としている ［Pandey: 246］。
牛の供犠、 つまり牛を犠牲獣として神に捧げる儀礼がタブー視されるようになった時代がいつなのか。
不殺生を重んじるジャイナ教や仏教は動物供犠を非難した ［Batra: 6］ し、 紀元前後 300—400年の
間に成立したとされるヒンドゥーの生活規範書 『マヌ法典』 （XI, 60, 109-118） では準大罪のひとつと
して 「牛殺し」 が挙げられ、 その贖罪法も規定されるようになる ［渡瀬 ： 393, 401-402］。 だが、 そ
の一方で、 同書 （V, 39, 41-42） に祭祀の供物として獣が犠牲に供されることは殺生に当たらないとい
う規定もある ［渡瀬 ： 175-176, 原 ： 280-273, 加藤 ： 10-11］。 牛の神聖視と牛供犠のタブー視とは
異なる観念であるから必ずしも同時発生ではないことを承知のえうえで推測するなら、 Norman Brown
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が牛の神聖視がヒンドゥーの百科全書的プラーナ文献等の文献上で確認できる最初が紀元前後頃、
その観念がヒンドゥ たーちに大きな比重をもってくるのが、 叙事詩 『マハーバーラタ』 の完成したグプ
タ期初頭、 つまり ４世紀頃だと言っていること ［Norman Brown: 249］ から、 牛供犠のタブー視も４
世紀頃と見て良いのかもしれない。 だとしても、 地域によってかなりの時間差もありえようし、 後代に至
ればイスラームなどの影響下で事情は一層複雑になるから、 牛供犠のタブー視がいつ頃からかという
議論は一律に語れるものではない 15）。
3. 2. 中世後期の始まり（11-12 世紀）以降
葬送儀礼の一部に関しては、 Kaneも ‘Gifts when death approaches’ という項目を立てて、
Śuddhiprakāśaなどの中世期の綱要書から、死を迎える人は、本人ができなければ息子もしくは親族が、
牛、 土地、 胡麻、 金、 精製バター、 衣服、 穀物、 粗糖、 銀、 塩を布施すべし、 との規定があ
ることを紹介している ［Kane: IV, 182-184］。 だが、 この項目の中では、 専門用語としての godāna-
はみられない。
その、 三途の川の渡し賃に相当する 「牛の布施」 のことを godāna-と呼んでいる例が、 11-12世
紀頃に成立したと思しき 『ガルダ・プラーナ要粋 （Garuḍa Purāṇa Sāroddhāra）』 にある。 この書に
記された葬送儀礼は、 現代の、 とりわけガンジス川中流域のヒンドゥー葬送儀礼に連なる連続性を
帯びている 16）とされる ［井狩 ： 191, 198注１］。 井狩は、 この布施が、 施主の生前の罪業浄化の
ためではなく、 自身の死後遭遇するであろう審判神ヤマたちへ捧げて恩恵を得るためのものと意義を明
確にしている ［井狩 ： 190］。
『ガルダ・プラーナ要粋』 から、 「牛」 「布施」 を含意する単語を含む偈およびゴーダーナ儀礼の要
点を抜粋 （第２章第 66-67偈および第 8章から） して示しておこう。
dānaṃ vitaraṇaṃ proktaṃ munibhis tattva-darśibhiḥ |iyaṃ sā tīryate yasmāt tasmād vaitaraṇī smṛtā || 66 ||yadi tvayā pradattā gaus tadā naur upasarpati |nānyatheti vacas teṣāṃ śrutvā hā daiva bhāṣate || 67, II ||
＊＊＊＊
・・・・
真実を見る牟尼たちによって「布施はヴィタラナだ」と言われる。これは、それによって
その〔川〕が渡しこされるから、ヴァイタラニーだと呼ばれる。（66）
もし汝によって겝朙ֿ䉘偡׈׿׿ף、船が近づく。そうしなければ、そうはならない。彼
らの言葉を聞いて「あー、天命よ！」と《死にゆく者の魂は》叫ぶ。（67, Ⅱ）
＊＊＊＊
・・・・
māṃsāsthi-rakta-vat-kāyo vaitaraṇyāṃ paten na saḥ |yo’nte dadyād dvijebyaś ca nandanandana gām iti || 24 ||
・・・・
肉、骨、血でできた身体をもつ人間で、最期のとき、「ナンダの息子（＝クリシュナ）よ！」
と（唱えつつ）、バラモンたちに朙؅┰ֻ׾であろう者は、ヴァイタラニー川に落ちない
だろう。（24）
・・・・tataḥ saṅkalpayed annaṇ saghṛtaṃ ca sakāñcanam |sa-vatsā dhenavo deyāḥ śrotriyāya dvijātaye || 27 ||
・・・・
それから、凝乳を含んだり黄金をまぶした食物と、仔牛を伴う►朙を、ヴェーダの知識を
そなえたバラモンに䰊ׅ׾׬׀である。（27）
・・・・
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tasmād bhūīśvaro bhūmi-dānam eva pradāpayet |anyeṣāṃ bhūmi-dānārthaṃ godānaṃ kathitaṃ mayā || 55 ||tato’ntadhenur dātavyā rudra-dhenuṃ pradāpayet |
ṛnadhenuṃ tato datvā mokṣa-dhenuṃ pradāpayet || 56 ||
dadyād vaitaraṇīṃ dhenuṃ viśeṣavidhinā khaga |tārayanti naraṃ gāvas trividhāc caiva pātakāt || 57 ||
・・・・
それ故、大地の主（＝王）は、土地の布施を（部下に命じて）なすべきである。他の者たちにとっ
ては、朙ס䉘偡が土地の布施のためのものであると、私は言う。（55）
そして、最期のための朙ֿ偡┰׈׿׾׬׀である。シヴァ神のための朙؅偡┰׌׬׊。それか
ら負債のための朙؅┰ֻיから、解脱のための朙؅偡┰׌׬׊。（56）
鳥よ！　特別な儀礼に基づいてヴァイタラニ なーる朙؅偡┰׌׿ףյ朙גהע、三種の地獄か
ら人を救い渡してくれる。（57）
・・・・
dattvā dhenuṃ sakṛd vāpi kapilām kṣīrasaṃyutām |sopaskarāṃ savatsāṃ ca tapovṛttasamanvite || 60 ||
・・・・
たとえ一度でも、乳を蓄えた茶牛で、他の付随するものや仔牛とともに、朙؅、苦行を修得して
いる者に┰ֻי・・（60）
・・・・ekā gauḥ svastha-cittasya hy āturasya ca go-śatam |sahasraṃ mriyamāṇasya dattaṃ citta-vivarjitam || 62 ||
・・・・
心身健全な者の場合には一頭の朙、また病人にとっては 100頭の朙、今にも死にそうな人、
意識のない者には 1000頭の朙ֿ┰ֻ׼׿׾׬׀だ。（62）
・・・・
viṣa-śītāpahau mantra-vahnī kiṃ doṣabhāginau |apātre sā ca gaur dattā dātāraṃ narakaṃ nayet || 66 ||
・・・・
毒と冷たさを除滅するところのマントラと火が、どうして過失に与るものであろうか？　相応しくな
い者に┰ֻ׼׿ג朙は、その布施者を地獄へ導くだろう。（66）
・・・・
kathitā yā mayā pūrvaṃ tava vaitaraṇī nadī |tasyā uddharaṇopāyaṃ godānaṃ kathayāmi te || 69 ||kṛṣṇāṃ vā pāṭalāṃ vā’pi dhenuṃ kuryād alaṅkṛtām |svarṇaśṛṅgāṃ raupyakhurīṃ kāṃsypātropagohinīm || 70 ||kṛṣṇa-vastra-yugacñhannāṃ kaṇṭha-ghaṇṭāsamanvitām |kārpāsopari saṃsthāpya tāmrapātraṃ sacailakam || 71 ||yamaṃ haimaṃ nyaset tatra loha-daṇḍa-samanvitam |kāmsyapātre ghṛtaṃ kṛtvā sarvantasyopari nyaset || 72 ||nāvamikṣumayīṃ kṛtvā paṭṭasūtreṇa veṣṭayet |gartaṃ vidhāya sajalaṃ kṛtvā tasmin kṣipet tarīṃ || 73 ||tasyopari sthitāṃ kṛtvā sūrya-deha-samudbhavām |
dhenuṃ saṅkalpet tatra yathā śāstra-vidhānataḥ || 74 ||sālaṅkārāṇi vastrāṇi brāhmaṇāya prakalpyet |pūjāṃ kuryād vidhānena gandha-puṣpākṣatādibhiḥ || 75 ||pucchaṃ saṃgṛhya dhenostu nāvamāśritya pādataḥ |puraskṛtya tato vipram imāṃ mantramudīrayet || 76 ||bhavasāgaramagnānāṃ śoka-tāpormi-duḥkhinām |trātā tvaṃ hi jagannātha śaraṇāgatavatsalaḥ || 77 ||viṣṇurūpa-dvija śreṣṭha mām uddhara mahīsura |sadakṣiṇāṃ mayā dattāṃ tubhyaṃ vaitaraṇīṃ namaḥ || 78 ||yama-mārge mahāghore tāṃ nadīm śatayojanām |tartukāmo dadāmyetāṃ tubhyaṃ vaitaraṇīṃ namaḥ || 79 ||dhenuke māṃ pratīkṣasva yamadvāra-mahāpathe |uttāraṇārthaṃ deveśi vaitaraṇyai namo’stu te || 80 ||gāvo me agrtaḥ santu gāvo me santu pṛṣṭataḥ |gāvo me hṛdaye santu gavāṃ madhye vasāmy aham || 81 ||yā lakṣmīḥ sarvabhūtānāṃ yā cad eve pratiṣṭhitā |
dhenu-rūpeṇa sā devī mama pāpaṃ vyapohatu || 82 ||iti mantraiś ca samprārthya sāñjalir dhenukāṃ yamam |sarvaṃ pradakṣiṇī kṛtya brāhmṇaya nivedayet || 83 ||evaṃ dadyād vidhānena yo gāṃ vaitaraṇīṃ khaga |sa yāti dharma-mārgeṇa dherma-rāja-sabhāntare || 84 ||svasthāvastha-śarīre tu vaitaraṇyā vrataṃ caret |
deyā ca viduṣā dhenus tāṃ nadīṃ tartum icchatā || 85 ||sā nāyāti mahāmārge godānena nadī khaga |tasmād avaśyaṃ dātavyaṃ puṇyakāleṣu sarvadā || 86 ||gaṅgādi-sarva-tīrtheṣu brāhmaṇāvasatheṣu ca |candra-sūryoparāgeṣu saṅkrāntau darśavāsare || 87 ||ayane viṣuve caiva vyatīpāte yugādiṣu |anyeṣu puṇya-kāleṣu dadyād godānam uttamam || 88, Ⅷ ||
［Wood: 18, 64, 67-72］
ヴァイタラニー川については、私があなたに既に語ってあるが、その川を渡る方策としての「朙
ס䉘偡」について語ろう。（69）
黒色か黄色の朙を、角を黄金で、蹄を銀で、真鍮の器に入れたミルクで装飾すべし。（70）
（牛を）黒い布２枚で覆い、首にはベルを掛け、綿布の上に、布を掛けた銅の容器を置いて、（71）
そこに、鉄の棒を持った黄金のヤマ神像を置くべし。真鍮の器に凝乳を入れて、全部をそれ（牛）
の上に置くべし。（72）
砂糖黍で船を作り、絹の紐で巻くべし。くぼみを掘って水で満たし、そこに渡し船を放り出すべし。
（73）
それの上に、太陽の身体より生じた►朙を乗せて、指南書の規定どおりに、そこに設えるべし。
（74）
飾りの付いた服をバラモンに差し出すべし。規定に基づいて、香、花、（鬱金やサフランで）
黄色い飯を供えて、プージャ をーおこなうべし。（75）
一方、►朙の尻尾を掴んで、足を船に掛け、バラモンを称えてから/バラモンを先導役にして /、
このマントラを唱えるべし。（76）
生存という海に沈み、悲しみや悩みの波に苦しめられている人 に々とって、ジャガンナータ神よ！　
そなたは庇護者であり、避難所を求めてやって来た者を子のように思う親である。（77）
＜ vatsala-仔牛を望む乳牛＞ヴィシュヌの姿をとる、最高のバラモンよ！　大地の神よ！　我を拾
い上げてください。我により、布施とともに其方に捧げたヴァイタラニ （ー牛）に、帰依します。
<GītāPress版で修正 >（78）
死神ヤマの大層恐ろしい道に、100由旬もの幅をもつ川を渡りたい一心で、其方に与えるのです。
ヴァイタラニ （ー牛）に、帰依します。（79）
乳牛よ！見てくだされ！　ヤマ神が戸口にいる広い道を渡らんとしている我を。女神よ！　其方、ヴァ
イタラニーに帰依あれ。（80）
牛たちは我の前にあれかし。牛たちは我の後ろにあれかし。牛たちは我の心にあれかし。我は
牛たちのなかに住まおう。（81）
あらゆる生類にとっての幸福の女神ラクシュミーであり、（男）神に依拠する、その►朙の姿を
とっているかの女神が、我の罪科を払うべし。（82）」
というマントラでもって祈願して、合掌したまま、►朙（および）ヤマを右繞してから、一切を
祭官バラモンに依頼すべし。（83）
このように儀軌に則って、朙٥ؒؕذٚؼ٭؅偡┰׌׾者は、鳥よ！　正義の道を通って、正義
溢れる王の議会場へと至るのだ。（84）
しかるに、健康な身体であれ病の身体であれ、ヴァイタラニーの誓戒をおこなうべし。その川
を渡らんと欲する賢い者により、►朙ֿ偡┰׈׿׾׬׊。（85）
朙ס偡┰によって、その川は（死の）大道にやって来ない、鳥よ！　それ故、いつも吉祥なる時
間にきちんと与えられるべきである。（86）
ガンジス川などあらゆる禊ぎ場や、バラモンたちが住まうところで、月や太陽の蝕のとき、サン
クラ ンータのとき、新月のとき、（87）
春分・秋分の日、日曜日に新月となるとき、ユガの日、その他、吉祥なる日々 に、最高のإ٭ر٭
ػ؅┰ֻ׾べきである。（88, Ⅷ）（筆者試訳）
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以上見たとおり、 文献資料の記述という確固たる根拠と、 この資料の成立年代にかんする先行研究の
見解 ［井狩 ： 190］ にもとづけば、 11-12世紀ころの北インドでは、 「三途の川の渡し賃」 を含意するgodāna-という言葉が流通していたことが分かる。
ただ、かなり最近の研究で、ヴァイタラニー （Vaitaraṇī） 川、 すなわち 「三途の川」 について論考
を公表しているNoreliusは、やはり 『ガルダ・プラーナ要粋』 の記述にも注目しているが、 葬儀式に
先立つ牛の布施の場面を 「ヴァイタラニー式」 と呼んで、 「ゴーダーナ」とは呼んでいない ［Norelius: 260-266］。ゴーダーナを執行する儀礼の一場面をヴァイタラニー式と呼ぶものとする認識なのだろうか。
インドの動物の神聖性について概説する書の 「牛」 の項目 ［Krishna 2010: 83］ に、 godāna （＝gifting a cow） は、 大きなご利益をもたらす行為であり、 葬儀式において不可欠な次第項目で可能な
限り常におこなわれる、と述べられていることから、現代ではかなり一般化している 17）と見て良さそうだ。
「三途の川の渡し賃」を意味するgodāna-が、ヒンディー 小説のタイトルとして採用された所以であろう。
こうなると、 インド文化史における布施 （dāna-） の側面からも追求しなければならないが、 非常に
重要な概念で資料も膨大、 多くの研究もある （たとえば ［Heim2004］ など） ので、 ここではキーワー
ド godāna-にしぼって調べることにする。
3. 3. 牛を布施すること
『マハーバーラタ』第 13巻 「教説の巻 （Anuśāsana Parvan）」には、知識 （jñāna-）や苦行 （tapas-）
よりも優れた様 な々種類の布施（dāna-）とその果報について語られるDāna-dharma Parvan［Dandekar: LXXVI］ という箇所 （Poona批判版で第 61-68章、 第 70-73章、 第 75-83章 18）） があるが、 そこ
には、 牛が施主の罪科を浄め天界にもたらしてくれるといった表現がみられる ［Dandekar: 415-416］。
その際、 go-dāna-よりもむしろ go-pradāna-という複合語が頻繁に使われており、 go-dāna-は一般的
な意味での 「牛の布施」 であり、 「三途の川の渡し賃」 といった特定の概念を帯びた専門用語として
は用いられてはいない 19）。Kaneも 「布施 （dāna）」 を包括的に扱うなかで ［Kane: II, 837-888］ しばしば言及している法律綱
要書 （ダルマ・ニバンダ） の一つで、 13世紀後半から14世紀初頭に掛けて成立した ［ヴィンテル
ニッツ： 134］ ヘーマードリ （Hemādri） による非常に浩瀚な 『チャトゥルヴァルガ・チンターマニ
（Caturvarga-cintāmaṇi）』 によって見てみよう。 全５巻のうち初巻で 「布施 （dāna-）」 をあつかい、
トピックごとに諸プラーナ等から記述を収集している。 情報源とした書名だけは示されているが章節 ・
偈のナンバーの明記がなく、 その原典が刊行 ・未刊行とわず現存テクストにおける対応箇所を見つけ
出すのは困難な作業となるので、 今回はそこまで遡及調査していない。 また入手した Kāśī Sanskritシ
リ ズー版は複写製本したもので所々デーヴァナーガリー文字が掠れて判読できず、 丹念には調べきれ
ていないことを申し添えておく。 要点のみメモ程度に書き出す。
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 ◯ godānaは他のどんな布施よりも優れていて、 牛を布施する者はアムリタ （不死） 性に赴く。
（ Vāyu-purāṇa ） ［㵼iromani: I, 444］ ◯天界に行きたい者は godānaをすべし。 （ Liṅga-purāṇa ） ［㵼iromani: I, 445］ ◯いかなる仕方であれ、 牝牛を、 乳を出すものであれ出さないものであれ、 健康で衰弱していな
い限り、与えたならば、与え手は、かならず天界で栄えることになろう。 （ Yājñavalkya ） （go-dāna-
という複合語は使用されていない） ［㵼iromani: I, 450, ll.7-8］ ＝ I, 205 ［井狩 ・渡瀬 ： 50］
いずれの godāna-も、 一義的でごく一般的な 「牛を布施すること」 の意味でもちいられており、 機
会が特定された 「三途の川の渡し賃」 としての用例は、 Liṅga-purāṇaからの引用フレ ズーに関連性
が孕んでいるようにもみえるが、 確固たる規定としては見つけられなかった。
実は、 『獅子座三十二話』 所収の別の話、 第七話には、 ヘーマ ドーリ著 Caturvarga-cintāmaṇi
の 「布施章 （dāna khāṇḍa）」 ［Siroman: I, 444-482］ に謳われているとして布施の種類を列挙する
場面があるが、 その一つに牛がありgo-dāna-という単語が使われている ［Edgerton: II, 79, l. 20］。
ごく一般的な意味で使用された例である。
なお、 この Caturvarga-cintāmaṇiの第４巻 prāyaścitta-khaṇḍa （贖罪の巻） には、 「バラモンた
ちが罪業を浄めるために十六歳でおこなうべきgodānikaなる偉大な儀礼」 についての規定文が３本の
先行文献より引用されており、 これは 「初髭剃り式」 のことを含意していると思われる ［㵼iromani: IV, 532］。 この書の、 歴史的にかなり遡ったところから数多の儀軌規定集をソ スーとして抜粋した規定集
成という文献の性質上、 古い時代、 すなわちヴェーダ儀礼の環境下において著された文献 20）を典拠
として取り込んだ一例だと思われる。
以上見てきたように、 11-12世紀頃成立とされる 『ガルダ・プラーナ要粋』 よりも以前においては 「三
途の川の渡し賃」 の意味をもつ godāna-という単語の使用が認められないから、 網羅的な調査ではな
いので確証をもって言えるわけではないが、 『ガルダ・プラーナ要粋』 において初めて用いられた可能
性は高いと思われる。
4. ラーマ物語における godāna
4. 1. 『ラーマーヤナ』第１巻：少年の巻
『ラーマーヤナ』 第１巻 「少年の巻 （Bāla-kāṇḍa）」 に、 ラーマを始めとするダシャラタ王の４王子
が、 ジャナカ王の２姉妹らと結婚するシ ンーにゴーダーナ （godāna-） の挙行が見られる。 和訳が底
本としたヴァールミー キ編とされるサンスクリット・ボンベイ版から、 その箇所を揚げる。
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sītāṃ rāmāya bhadraṃ te ūrmilāṃ lakṣmaṇāya vai |vīryaśulkāṃ mama sutāṃ sītāṃ surasutopamām || 21 ||
・・・rāma-lakṣmaṇayo rājan godānaṃ kārayasva ha |pitṛ-kāryaṃ ca bhadraṃ te tato vaivāhikaṃ kuru || 23 ||  （I, 71） ［Mudholakara: 376］
　　・・・sa gatvā nilayaṃ rājā śrāddhaṃ kṛtvā vidhānataḥ |prabhāte kālyam utthāya cakre godānam uttamam || 21 ||gavāṃ śata-sahasraṃ ca brāhmaṇebhyo narādhipaḥ |ekaikaśo dadau rājā putrān uddiśya dharmataḥ || 22 ||suvarṇa-śṛṅgyaḥ saṃpannāḥ savatsāḥ kāṃsyadohanāḥ |gavāṃ śata-sahasrāṇi catvāri puruṣa-rṣabhaḥ || 23 ||vittaman yac ca subahu dvijebhyo raghu-nandanaḥ |dadau godānam uddiśya putrāṇāṃ putravatsalaḥ || 24 ||sa sutaiḥ kṛta-godānair vṛtaḥ san nṛpatis tadā |lokapālair ivābhāti vṛtaḥ saumyaḥ prajāpatiḥ || 25 ||（I, 72） ［Mudholakara: 379-380］
〔ジャナカ王の台詞〕 「・ ・ ・シーターをラーマに、ウールミラーをラクシュマナに差し上げます。
［以下略］ （21）
・ ・ ・ 〔ダシャラタ王に向かって〕 王よ、ラーマとラクシュマナのために、牛の施与を行なって
ください。また、 祖霊への供養を。そののち、どうか、 婚礼の式を挙行してください。 （I, 71, 23） ・ ・ ・
・・・
〔ダシャラタ王は〕 ・ ・ ・自分の宿舎に帰ると祖先祭を規定通りに行なった。 夜が明けると、
起きて、 朝になすべき最上の 「牛の施し」 という行事を行なった。 （21） 王はバラモンたちに
牛十万頭を贈り、また息子たちの一人一人に対しても、 法に従って、 黄金色の角を具え、 仔
牛を連れた牛四十万頭を、 真鍮製の牛乳桶を添えて贈った  21）。 （22-23） ダシャラタ王はバラ
モンたちに他の財宝を数多くおくっただけでなく、 息子を愛する王は息子たちの名で牛の施
与を行なった。 （24） 「牛の施し」 を行なった善行のダシャラタ王は、 息子たちに囲まれて、そ
の時、 あたかも吉祥をたたえた創造主が四方の守護神たちに囲まれているかのように、 輝い
た。 （I, 72, 25）［中村 : 300, 303-304］（章・節のナンバーおよび〔　〕内は本稿の筆者が補った。）
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このあと、 ４王子の結婚式へと続く。 中村訳では godāna-を 「牛の施し」 と訳している。 岩本訳で
は第 71章第 23偈で 「祖霊への供養として牛を施与せられよ」 ［岩本 ： 205上段］ となっていること
から、 祖霊祭を執行したバラモンへの 「牛の布施」 と解釈していたことが明白である。 葬儀式ではな
いが、 不祝儀における祭官への布施という意味では、 「三途の川の渡し賃」 に近い概念をもつ用語で
ある錯覚をもたらしていることは否めない。
『マヌ法典』 （第３章第 276-281偈） ［渡瀬 ： 127］ の 「祖霊祭を行なう適時」 の項目のなかには、
婚儀などの慶事は未だ含められていない 22）が、 『ヤージュニャヴァルキヤ法典』 （I, 246, 253） ［井狩・
渡 瀬 ： 58, 60］ には 「 慶 事 の 祖 霊 祭 （śrāddha-）」 が 規 定され、 その 終 了 後には、 「団子か牝牛か山羊が」 バラモンに布施されるべし、 とある。 この規定に基づけば、 ラーマたちの婚
儀にあたって祖霊祭を行い、 その布施として牛が施与されたと見ることも可能だろう。
また、 婚儀における 「牛の授与」 として、 百頭の牛および一台の馬車が （花婿側から） （花嫁の）
父親に与えられること ［Kajihara 2017: 4 n10, 8 n23］ もあるようだ。 『マヌ法典』 第３章第 29偈 「定
められた生き方 （ダルマ） のために一対あるいは二対の牛を花婿から受け取り、 規定に従って娘を与
えることはリシ 〔聖仙〕 の生き方 （ダルマ） と称せられる （アールシャ婚）。」 （53-54 ： 牛は
（嫁がせる娘の） 対価ではない） ［渡瀬 ： 89, 93］ ［Kajihra 2017: 11n.34］ ［Pandey: 167-168］ とい
う規定もあるが、 この例は、 牛が花婿から花嫁の父親に贈与される規定であり、 司祭僧であるバラモ
ンへの布施ではない。
『ラーマーヤナ』のラーマ兄弟の婚儀を控えた場面で、たしかに、godāna-という単語のすぐ後に 「バ
ラモンたちに牛十万頭を贈り」 とあれば、 「牛の布施」 と解釈するのも無理はないが、 先に見たように、
結婚式前に執り行なうべき通過儀礼としての godāna-は、 「初髭剃り式」 のほうではなかったのか。
4. 2. その他のラーマ物語
カーダーサ （Kālidāsa, AD4th-5th c.）によるカーヴィヤ （宮廷文学）仕立てのラーマ物語である 『ラ
グヴァンシャ （Raghu-vaṃśa）』 には、 こうある。
athāsya godāna-vidher anantaraṃ vivāha-dīkṣāṃ niravartayad guruḥ |narendra-kanyās tam avāpya sat-patiṃ tamonudaṃ dakṣasutā ivābabhuḥ || III, 33 || 
[Ram Acharya: 70]
そのとき、頬髯 〔を蓄え始め〕 の儀式 （godāna-vidhi-） の後に、父親 （guru-） は彼 （ラグフ）
の結婚式典 （vivāhadīkṣā-） を挙行しました。 人々の支配者 （narendra-, 王） の娘 （kanyā-）
らは、 彼 （ラグフ） を良き夫君 （satpati-） に得て後、 輝きました。 あたかもダクシャ スーター
（Dakṣasutā-, ダクシャの娘、月の妻） らがタモ ヌーダ （tamonuda-, 闇を追う払うもの、月） を
得て後のように。 ［野部 ： 51］ 〔（　） 内の原語も訳者によって添えられていたまま示した。〕
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本稿の筆者が参照した同テクストNirnaya Sāgara Press版にはMallinātha （1350?-1450? ［Lalye: 15］） の注釈が付いているが、 go-を loman- （体毛 ） および keśa- （頭髪 ）、 dīyanteをkhaṇḍyante （切られる） にそれぞれ同値させたうえで 「godānaとは、 バラモンたちが十六歳にて挙
行すべきkeśāntaという名の儀礼のこと」 としている。 ［Ram Acharya: 70］
カーリダーサより後の優れた劇作家と評価される、 ８世紀前半に活躍したババブーティ
（Bhavabhūti） によるラーマ物語を翻案した戯曲 『ウッタラ・ ラーマ・ チャリタ （Uttara-
rāmacaritam）』 第一幕にも、 シーターの台詞に、 結婚式の前にゴーダーナ儀礼を執行することが語
られる。 参照した原テクストに添えられているヒンディー 語による注釈には、 『ラグヴァンシャ』 におけ
る先に引いたMllinātha注を全く同様に引用している ［Pāṇḍeya: 50］。
4. 3. 『ラーマーヤナ』注
Goldmanのサンスクリット・バールミー キ版 『ラーマーヤナ』 英訳は、 バロ ダー批判校訂本を底本と
しているが上記引用箇所は、 和訳が依拠したボンベイ本とほぼ同じなので、 齟齬なく参照
できる。 この godāna-を二カ所ともthe tonsure ceremonyとしている。 「剃髪式」 だ。Goldmanがそう訳した根拠と思われるのが、 以下に示すような、ボンベイ本系統のテクストに付
された注釈である。 注釈者の時代は不明だが、 引用しておく。 （３本の注釈が施されているが、こ
こではそのうちの２本についてのみ示す。）
<go. ṭī.> godānaṃ nāma vivāha-pūrva-samaya-niyataṃ kiṃcit karma gāvaḥ keśāḥ doḥpāda-mūla-romāṇi ca yatra khaṇḍyante tad etad godānaṃ nāma samāvartanākhyaṃ karmety āhuḥ vaivāhikaṃ pitṛ-kāryaṃ nāndīśrāddham || 23 ||<ti. ṭī.> godānaṃ tad ākhyaṃ karma-viśeṣam |  godānaṃ caulavat-kāryaṃ ṣoḍaśe ‘bde tad ucyate|  aṅkopaveśanaṃ nāsti śmaśrūṇāṃ muṇḍanaṃ bhavet || ・ ・ ・ ［Mudholakara: 376, 380］
＜ Govindarājaによる注＞ゴーダーナというのは結婚式に先立って （行なうことが） 規定され
た一つの儀礼で、 ガーヴァハ 〔go-の主格 ・複数形〕 すなわち頭髪や腕 ・脚の付け根の毛な
どが、この機会に、切除される。これがゴーダーナという名称で、卒業帰宅式 （samāvartana-）
と呼ばれる儀式であるとも言われる。結婚式を控えた父親が執行すべきナ ンーディー 祖霊祭
（nandīśrāddha-）がある。
＜ティラカという注釈書＞ゴーダーナとは特別の儀礼といわれる。ゴーダーナは、十六歳にお
ける剃髪式と言われる。 髭剃りがなされれば、肉体への執着がなくなる。 （以上、筆者試訳）
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カーヴィヤに仕立てられたラーマ物語や、 『ラーマーヤナ』 そのものに対する、 これらの注は、 ラ
ーマ兄弟の婚儀の直前に行なわれた godānaが G.S.で規定されていたところの 「初髭剃り式」 であっ
たことを明らかにしている。
かなり古い論考だが、 叙事詩にみる古代インドの結婚式を概説したMeyerも、 『ラー マーヤナ』 のこ
の箇所をあげ、 「godānaとは十六歳もしくは十八歳の髪の毛に施される儀礼である」 と註釈している。
［Meyer 1917: 204, note3］
以上の調査より、 ラーマ兄弟の婚儀のまえに挙行されたのは 「初髭剃り式」 であったことが確実
になった。
4. 4. トゥルスィー ・ダースのラーマ物語
ラーマ物語のなかのラーマとシーターの結婚シ ンーに注目して理想的愛情の表現をヴァールミーキ
版、 中世ヒンディー ・アワディー （Awādhī） 語によるトゥルスィー ・ダ スー （Tulsīdās, 1532-1623）
の 『ラームの行いの湖 （Rām Carit Mānas）』、 そしてそれをもとにテレビ実写化された版のスクリプト23）を比較し考察している Pauwels の論考にも当然、 godāna- に言及する箇所がある。 自らヴェーダ
儀礼と断りながらも、 「初髭剃り式」 とは採っておらず、 あくまでも 「牛の布施 （the gift of cows）」 と
一般的概念で押し通している。 彼女は自らが依拠したヴァールミー キ版英訳付きテクスト 24）を情報源
として、 godāna- をヴェーダ儀礼の samāvartana25）に、 祖霊供養式をnāndī㶄rāddha26）に相当する
との説明を施しているが、 これらはいずれも、 先に見た Mudholakara 編 『ラーマーヤナ』 テクスト注
釈にあった通りである。 Pauwels は Kane の History of Dharmaśāstra に解説されている samāvartana 
および nandī㶄rāddha の箇所 ［Kane: II, 405-411, 532］ を参照していながら、 同じ Kane の書の、 そ
の直前にある godāna の項目 ［Kane: II, 402-405］ を何故か看過したようで、 「初髭剃り式」 の可能
性があることにすら触れていない［Pauwels: 183］。 中世ヒンディー 文学を専門としている Pauwels は、
どうもトゥルスィー 版への依存度が高くなってしまって、 ヴァールミーキ版の記述吟味が充分ではなか
ったようだ。 トゥルスィー 版にある ‘big godān’ （ヒンディー 語形なので語末の発音しない aを綴り上
も表記していない） だと言って彼女が指摘した ［Pauwels: 216, in a table］ 偈は、 実は godān-という
単語が全く使われておらず、 しかも dhenu- （牝牛） という単語をつかって牛を与えたことが語られるだ
けだ。
daṃḍa pranāma saba-hi nṛpa kīnhe |  pūji saprema barāsana dīnhe ||cāri laccha bara dhenu magāīṃ |  kāma-surabhi sama sīla suhāīṃ  || 330-1 , I||[Poddār: 308-309, Lutgendorf: 298]
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王は （集まった牟尼たち） 皆に、 畏まって挨拶しました。 敬愛を込めて祈りを捧げてから、
彼らに最高の座を設えてあげました。 四十万頭の、 如意牛にも似て素性がよく魅力的な、 最
高の牝牛 （dhenu-） を持って来させました。 （筆者試訳）
トゥルスィー ・ダ スーが、 先行して流布していた無数のラーマ物語から、 どのように取捨選択し継
承しながら時代に即した新たなラーマ物語を著したかは様々に議論されていよう。 ヴァールミーキ版と
同じくgodāna-という単語が保持されているヴァージョンを知っていたか否かは兎も角として、 『ラーマ
の行いの湖』 が 16世紀末という時代を映し出す鏡となっていることを踏まえれば、 彼は民衆に忘れ去
られてしまっている 「初髭剃り式」を含意するgodāna-という単語を敢えて使わなかったのかもしれない。16世紀末の北インドでは、 godāna-といえば、 先に確認したように 『ガルダ・プラーナ要粋』 の影
響力のもと一般化していたと思われる葬送儀礼での 「三途の川の渡し賃」として通用していたのだろう。
少なくとも 「初髭剃り式」 の意味が消えていたことは確かだと思われる。
おわりに
これまで述べ来ったところを整理し、 更に研究がどのように進展しうるかについても記しておきたい。
１） インド文化史において、 godāna-という単語は一義的かつ最も一般的な 「牛を布施として贈与
すること」 という意味で用いられる一方で、 ヴェーダ期には通過 （人生） 儀礼の一つとして 「初髭剃
り式」 の呼称であった。 この儀礼習慣が廃れて、 時代は定かではないが、 少なくとも文献資料 （『ガ
ルダ・プラーナ要粋』） の知らしめるところ、 11-12世紀の北インド、 ガンジス川流域地域において
は 「三途の川の渡し賃」 を含意する名詞として流通しており今日まで至っている。 ただ、 説話集 『獅
子座三十二話』 の南インドで 13世紀頃に成立したとされるヴァージョンには 「初髭剃り式」 としてのgodānaが使われていたことを顧慮すれば、 南インドでは通過儀礼の godānaがその頃までは廃れて
いなかったか、 もしくは儀礼としての習慣は途絶えていたとしても、 「三途の川の渡し賃」 といった新た
な概念への変容を被ることがなかったがゆえに 「初髭剃り式」 の概念が温存されていたと考えられる。
２） ヴァールミーキ版 『ラーマーヤナ』 のラーマ兄弟の婚儀の直前に行なわれた godānaは通過
儀礼としての 「初髭剃り式」 である。 「牛の施与」 とする和訳は誤訳だとは言い切れないまでも、 本義
を伝えていない点で修正もしくは補足説明を要するのではないだろうか。
３） 16世紀末ころの北インドでは、 結婚式前におこなう 「初髭剃り式」 は全く廃れてしまっていて、11-12世紀成立の 『ガルダ・プラーナ要粋』 に規定された葬送儀礼の習慣が根付いていたから、godānaといえば、 「三途の川の渡し賃」 を指した。 だから、 トゥルスィー ・ダ スーは 『ラーマの行い
の湖』 において、 ラーマの結婚式に先立つ儀礼 「初髭剃り式」 を godānaという単語を用いて描くこと
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はできなかった。 彼自身はヴェーダ儀礼として認識していたとしても、 その単語を使えば、 それが 「三
途の川の渡し賃」 として鑑賞者に受け取られてしまうことを避けたのだろう。 トゥルスィー ・ダ スーは、
結婚式の司祭者であるバラモンに大量の 「牛の布施」 をするシ ンーを式の結末部分に置いていること
から、 彼自身、 「初髭剃り式」 の認識がなかった可能性もある。
４） 「初髭剃り式」 と 「三途の川の渡し賃」 という、 それぞれ概念が特化された用例は、 相互に無
関係のように見えるが、 果たしてそう言いきれるだろうか。 ヴェーダの通過儀礼にも、 ヒンドゥーの葬
送儀礼にも、 牛の布施、 体毛処理という共通する所作項目があったことを無視することはできない。
密教化した仏教の葬送儀礼のなかに入門儀礼が挿入されているという指摘 ［種村 2004］ を参照
すると、 通過儀礼の一部が葬送儀礼に組み込まれる可能性があることになる。そもそも、それを
証することができる資料が存在するか否かも分からないが、 分野横断的に諸テクストを丹念に調
査すれば、 繋がりが見えてくるかもしれない。今後の課題としたい。
５） 冒頭に紹介したヒンディー 小説 Godānには、 余興で上演するラーマ劇の役どころを村人たちが
約束する場面 ［Premcand: 18, l.21, 土井 1959 ： 380上段］ や、 居間の本棚に 『ラーマーヤナ』
が収まっているという描写があり ［Premcand: 28, l.36, 土井 1959 ： 388下段］、 ご多分にもれず作家
プレームチャンドもラーマ物語を愛好、 熟知していたことが窺える。 多くがそうであったように、 おそらく
トゥルスィー ・ダ スー版 『ラーマの行いの湖』 に依存していたと思われるが、 ヴェーダ儀礼についても
決して暗いわけではなかった。 小説のなかには通過儀礼を列挙する場面もあって ［土井 1959 ： 427
中段］、 そこには 「初髭剃り式」 ではないが、 「剃髪式 （cūḍākaraṇa） （Premchandが用いている
単語はmuṇḍan-chedan ［Premcand: 122, l.14］）」 が挙げられていた。 そして小説のストーリーは、
貧しい農夫が友人である牛飼いに再婚の相手を紹介するという約束をして牛一頭を貰い受けることを契
機として展開されている。 終始、 牛が伏線にあって、 貧農の家族 ・社会との軋轢が語られるのだ。
祭官への布施ではないが、 牛の贈与が結婚に結びつくモチ フーは、 婚儀に先立つ 「初髭剃り式」 を
意識していたと判じられなくもない。 そして、 小説の結末が 「三途の川の渡し賃」 だった。 プレームチ
ャンドは、godāna-の概念の歴史的変容を全てお見通しだったのかもしれない。そうでなかったとしても、
『ゴーダ ンー』 と銘打たれたこの小説は、 godāna-という単語が玉虫色 27）を帯びていて悠久のインド
文化を体現しているように、 陸離たる光彩を放っている。
注1） ヒンディー 語の単語は末尾をはじめ諸条件下で潜在母音 （schwa） である短母音 aが発音されない。
［Narasimhan, Bhuvana, Richard Sproat & Gerge Kiraz, 2004, “Schwa-Deletion in Hindi Text-to-Speech Synthesis”, International Journal of Speech Technology, No. 7, pp.319-333.］ 本稿では、 ヒン
ディー 語の翻字に際して、 潜在母音の aを固有名詞 （人名、 作品名） では表示せず、 原文テクスト
については、  ⱥで表示する。 なお、 本稿において、 ヒンディー 語、 サンスクリット語とわず、 原語を表示
する場合、名詞語幹、動詞語根であることを明示する必要があると判断したケースでは語末にハイフン（-）
を付けることにする。 また語中のハイフンは複合語であることを示すが、 この挿入も筆者の判断による。
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2） 土井訳の底本とは版が異なるが、 原文をあげておく。 台詞の部分に引用符を補う。
 ・・・“go-dān ⱥ karā do, abⱥ yahī samayⱥ hai.”dhaniyā yaṃtrⱥ kī bhāṃti uṭhī, ājⱥ jo sutⱥlī becī thī, uske bīsⱥ āne paise laī aurⱥ pati ke ṭhaṃde hathⱥ meṃ rakhⱥkarⱥ sāmⱥne khaḍe Mātādīnⱥ se bolī – “mahārājⱥ, gharⱥ meṃ na gāyⱥ hai, na bachiyā, na paisā. yahī paise haiṃ, yahī inkā go-dānⱥ hai.”  aurⱥ pachāḍⱥ khākarⱥ girⱥ paḍī.
[Śarmā, Rāmvilās ed., 1996, Premcand Racnāvalī, vol. 6, Delhi; Janvāṇī Prakāśan.: 328]3） 大正 15年、 千葉県生まれの土井久弥 ［田中敏雄、 1983 「土井先生を悼む」 『インド通信』 （イン
ド文化交流センタ ）ー 第 59号、 1-2頁］ が、 昭和初期まで保存されていた出雲 ・備後地方の 「牛
供養」 と呼ばれた伝統儀礼の存在を知っていたのか否かは定かではない。 認識していたとしても不思
議ではないが、 本論で筆者が明らかにしようとするgodāna-の多義性まで見透かして、 この邦題をつけ
たとは思えない。4） これまでに全体の邦訳はなく、序話のみが松山俊太郎により邦訳紹介されている［松山］。研究には、［松
村］ など。 本稿の筆者が南インド本を底本に全和訳の刊行を計画中。 近現代への普及についてはそ
の解説に含める予定。 実写版テレビドラマやアニメにもなっておりYou Tubeでも見ることが出来る。5） 四つの vrataとは、 おそらく 『リグ・ヴェーダ』 所属のアーシュヴァラーヤナ派がシュラウタ・ スー トラ
およびグリヒヤ・ス トーラで伝える学習ブラタ （mahānāmnī, mahāvrata, upaniṣad, godāna） のことだ
と思われる。 cf. ［梶原 2005 ： 163］6） 生後１年が経ったのち、 四歳になる前までに、 健康および見栄えのため、 髪を切り揃えたり結上げたり
する通過儀礼。 『マヌ法典』 （II, 35） ［渡瀬 ： 49］ 『ヤージュニャヴァルキヤ法典』 （I, 12） ［井狩 ・
渡瀬 ： 14］ にも言及されている。 ［Pandey 1982: 94-101］7） 髪や髭の除去について、 宗教的意味合いをブラ フーマニズム、 仏教、 ジャイナ教に亘って文献的に
精緻に考究している ［阪本 （後藤） 1994］ ［阪本 （後藤） 2014］も参照されたい。 また、同様のテー
マでアジア諸地域についての論考を集めた ［Hiltebeitel 1998］ も興味深い。 「髪の毛を掴む」 ことが
本邦で言う 「首根っこを掴む」 ことに相当することをインド古典文献より多くの記述を集積して論証したも
のに ［Hara 1986］ がある。8） ［Iwasaki: 815, 808 note］ にもgodāna （= ke㶄ānta） 規定のあるグリヒヤ・ スー トラが紹介されている。9） The Śatapatha-Brāhmaṇa according to the Mādhyandina recension eith the Commentaries od 
Sāyaṇācārya and Harisvāmin, ed. by Several Learned Persons, part II, (Delhi; Nag Publisher, 1990), p.8によると、 Kaneがアクセント記号を省いて引用した部分は第 6詩節の一部である。 その一つ前の
詩節には、 sa dákṣiṇam evgre godnaṃ vvítārati, ・ ・ || 5 || とあり、 Eggelingの英訳によれば 「まず
最初に右側の頬髭 （whisker） に （櫛を） 通す」 ［Eggeling: 6］ としている。 かなり後代の注釈家のよ
うだが Harisvāminは ‘godānaṃ nāma karṇasyopari-pradeśaḥ taṃ’ ［上掲テクスト： 8］と註釈しており、
ゴ ダーーナは 「耳の上の辺り」 ということのようだ。10） ベ トーリンク辞典［Böhtlingk: II, 799］では、godāna-の見出しを二つ立て、前者は「牛の布施」、後者「頬
髭」については、上と同じŚatapatha-Brāhamaṇaの箇所や、グリヒヤ・スー トラからを用例を引用している。11） ここで規定された godāna儀礼とは別に、 婚姻儀礼の次第のなかにも、 新婦の頭髪を梳かす儀式があ
るという。 葦でつくられ 100本の歯をもつ櫛で新婦の頭髪を一回すき、 その櫛を投げ捨てる所作をともな
うのは、 新婦を罪垢から浄める目的からのようだ ［辻 1977a ： 305］。
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12）辻は『アタルヴァ・ヴェーダ』 （2, 28） 「少年に長寿を与えるための祈願」の歌を邦訳した際、【適用】欄に、
この讃歌が家庭祭儀典の領域に属するものと紹介し、 Kauśika-sūtraの 54,13-14が godāna 「最初の
髯剃」、同 15-17が cūḍākaraṇa 「結髪」 とし、ゴーダーナに際し、両親は交互に三回少年を手渡し、
バターの団子を食べさせる、 と注記している。 ［辻 1979 ： 71-72］13） ［Date 1990］ もこの点を考究している。14） バラモンであるヴァージャシュラヴァスは多くの果報を望んで私財をなげうって布施に専念していた。 未
だ幼い子ナチケータスも布施の功徳を信じていたが、 父親が老いた牝牛を布施するのを見たとき、 来
世にはどんな果報もないだろうと、 父に向かって 「私を誰に与えるか？」 と訊ねる。 しつこく詰問する子
に父は怒って 「死神 （Yama） に与える」 と言う。 子は甘んじてヤマの世界に赴く。  ・ ・ ・ 15） 牛の神聖視 ・不可侵性の発生時期について様 な々見解があることについて、 諸々の先行研究の詳しい
情報は ［小磯：48注 B］ を参照されたい。 また、 インドのムスリムたちによる 「牛の犠牲祭」 をめぐっ
ての歴史的事件については ［小谷］ が詳しい。16） godāna-という単語についての言及はないが、 現代のバナーラス （Banāras， 正式名称 Vārāṇasī、 ガ
ンジス川中流部のヒンドゥー聖地） において 『ガルダ・プラーナ』 の規定に基づいて葬儀が執行され
ている実例が紹介され ［橋本 ：上 45、 下 742］、 とりわけヴァイタル4ニー川 （傍点部ママ） を渡るの
を助ける牛の布施もなされていることが分かる ［橋本 ：上 62］。17） 1970年代、 前注の例と同じバナーラスにおいて葬送儀礼の実態を、 火葬作業に従事するDomと呼
ばれる低カ スート集団の自身たちの葬儀次第とバラモンのそれとを詳細に紹介しているKaushikによれ
ば、 バラモンの葬儀の次第のなかで、 死者がヴァイタラニー川を渡るのを補助してくれる黒牛分として
葬儀執行バラモン僧に相当額を現金で布施する一次第がある ［Kaushik 1976: 277］。 また、 2018
年 10月日本でも上映されたヒンディー 映画 『ガンジスに還る （原題 ： Mukti Bhavan; 解脱の （死を迎
える） 家）』 では、 死期を悟った老人が家族に 「明日ゴーダーンをして、 明後日バナーラスに行く」 と
語るシ ンーがあり、 それに続いて翌朝自身のためのゴーダ ンー （仔牛をバラモンに捧げる式） を玄関先
で家族とともに行なう場面が描かれている。18） ボンベイ版で 「（バラモンに） 雌牛を布施すべし」 または 「雌牛は素晴らしい」 という趣旨をもつ章は、
第 50-51章、 第 69-74章、 第 76-83章、 第 101章、 第 103章だという ［中村史 ： 295］ が、 本
稿の筆者は未確認。19） 同じ第 13巻第 97章第 24偈 ［Dandekar 1966: 516］ に、 jāta-karmāṇi sarvāṇi vratopanayānai ca | godānāni vivāhās ca tathā samṛddhayaḥ || 24 ||と出てくるが、 ここの godāna-は、 通過儀礼が先に
見た順序通りに列挙されるなかにあるので、 ヴェーダ的な 「初髭剃り式」 のことだと思われる。20） Hemādriが明示している出典、 情報源は順次、 Devala-、 Jāvāli-、 Gautama-の三者で、 いずれも
人名で紹介されている。 Devalaの法典は散逸している［Derret 1973: 38］ようだが、この人名は『マハー
バーラタ』 にしばしば登場するとのこと ［Kane, I-1: 279-284］。 Jāvāliについては、 いわゆるダルマ文
献史概説書にも挙げられておらず詳細未詳。 Gautamaは、 最古のダルマ・ス トーラの著者とされる紀
元前 600-400ころの人物 ［Derret 1973: 28, Kane, I-1: 22-38］ を指していると思われる。 この原典に
ついての遡及調査は別の機会にしたいと思う。
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21） この箇所の表現は、『ヤージュニャヴァルキヤ法典』 第一巻 「行動の準則」 第 202偈と対応している。
「黄金 〔でおおわれた〕 角を持ち、 銀 〔でおおわれた〕 蹄をし、 従順で、 衣を着せた、 乳の豊かな、
牝牛が、 真鍮の搾乳器を添えてダクシナー （祭儀の報酬） とともに、 与えられるべきである。」 ［井狩・
渡瀬 ： 50］22） G.S.においてすでに、 「めでたい時の祖霊祭は独立していく」 傾向が見られるという ［永ノ尾 1992 ：79］。23） 溝上富夫 （大阪外国語大学名誉教授） による Mizokami, Tomio ed., Grish Bakhshi transcribed, 1992, Ramayana, a TV Serial by Ramanand Sagar, 2vols., Osaka University of Foreign Studies.を使
用している。24） 本稿の筆者は参照していないが、 Pauwelsが依拠したのは、 Goswami, Chinmanlal, ed., 1969, 
Śrīmad Vālmīki-Rāmāyaṇa, with Sanskrit Text and English Translation, 3 vols, Gorakhpur; Gita Press.とのことである。25） いわゆる卒業式。 勉学を終えて師の家から自宅に帰ることを意味する。 通過儀礼の一つとして結婚の
前段階においているG.S.もある。 ［永ノ尾 1992、 Kane: II, 405-411］26） Bodhāyana-G.Sにのみ見られる。 puñyahavācanaとも呼ばれる小さな儀礼で結婚式などの慶事に短い
マントラを唱えることのようだ。 ［Kane: II, 216, 218, 532］27） 本稿の内容には関わらないが、 更なる意味として、 Godanという地名 （インドの首都ニュー ・デリー
の北西約 540km、 ジャンム・カシミール州にある街 （https://www.tripmondo.com/india/state-of-jammu-and-kashmir/jammu/godan/ <access 10 Feb., 2020>） がある。 また、 ラーマ物語でラーマ
の妃スィー ター（Sitā）の父ジャナカ（Janaka）王の王国名としても知られる、現ビハール州のミティラー
（Mithilā） でアウト・カ スートの人 に々より創作されるマドゥバニ （Madhubani） 絵画のうちの一つのス
タイルとしてゴーダーナ （godana） ・スタイルと呼ばれるものがあるという ［Rekha 2011］。
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